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論文内容の要旨
本論文はマルチメディア時代における豊かな表現手段として期待されている3Dディスプレイにおいて、
特にメガネなし立体表不技術について研究した結果をまとめたものである。
第l章では、関連技術の隈史を概観しながら、開発背京ーをまとめると共に、研究内科の概要について述
ベた。
第2章では、まず人間が立体感を得る要因について述べ、 3Dディスプレイの種煩および、ディスプレイ
デバイスの技術動向を分析したc そしてメガネなし3Dディスプレイを実現する手法として最適な構造を示
した。
第3章では、パララヅクスバリ7h式を採用するにあたり開発した展適設計技術を示し、さらに設計の
結果を具体的に実現する手段として開発したサイクルピッチについて述べた。
第4章では、従来パララックスバリア方式の欠点とされていた光の利用効率の感さを改善する方法とし
て開発した反射型イメージスプリッ夕方式について述べた。本方式の開発により、従来比l40%の効率の改
善が実現可能となった。
第5章では、立体映像の高由貿化を実現するために開発したダブルイメージスプリッ夕方式について述べ
た。本方式は液晶パネルに 2枚のイメージスプリッタを配置する独白の構造であり、メガネなし3Dディス
プレイ特台ーのクロストークまたはモアレの見えない高岡質な立体表示が可能となった。
第6主主では、 2D映像に対し互換件を持たせるために開発したイメージスプリッ夕方式メガネなし2D/3
Dディスプレイについて述べた。本ディスプレイは部分的な3D表示いわゆる3Dウインドウ表示も可能であ
り、テキストの解像度を落とす事無く、立体映像との混仕表示が可能となった。
第7章では、 3Dディスプレイの立体視範凶が狭い欠点を克服するために開発した3Dインジケータについ
て述べた。本3Dインジケータにより、観察者は立体視範囲を簡単に認識nJ能となった。
第8章では、大画面、高精細な液品パネ Jレを使用して試作した 2種類の3Dディスプレイの試作例をまと
めた。さらに新たに開発したメガネなし3Dディスプレイ観察範囲を大幅に拡大可能なl画像切換刑ヘッドト
ラッキングシステムを示した。本ヘッドトラッキングシステムの開発により、立体視範囲の制約が大幅に
削減可能となった。
最後に第9章では、本研究での成果をまとめたo
論文審査の結果の要旨
本論文は寸.体表現技術のなかで電ヂマルチメディアシステムを最も高度に実現することができると思わ
れるメガネなし立体表示技術について研究した成果をまとめたものであるの
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まず、メガネなし立体表示技術、すなわち、謀本的なパララックスバリア方式について、液晶表示シス
テムを用いて実現するための最適設計手法を提案し、シミュレーション iこより、その省効性を実証してい
る。
そして、パララソクスパリナノら-式の欠点である光の利刷効率の悪さを改良す-る五法として、反射型イメー
ジスプIJ';!タん式を提案しているc これにより、パララックスバリアんー式の簡単な構造を維持しながら従
来比140%という利用効率の改持を実現しているつ
さらにメガネなし立体表不技術の欠点で、あるクロストーク (2重像)またはモアレが生じることにない
ダフゾレイメージスプリッ夕方式を開発し、高画質化な立体表現が可能なシステムを実現している。
実用的なメガネなしすj本表示システムについては、従来の 2次元映像表示に対し互換性を有することと
広い範囲で~{，本を見ることができることのふたつの要件が不可欠であり、前者については、液晶表示板の
拡散効果をON/OFl日することによってイメージスプりッタの効果を制御する 2次元/3次元映像T1.換表示
技術を提案している。この技術はディスプレイの一部にのみ立体表示する、立体ウインドウ表示も可能と
なることをノドしている。
後者については、観察者の位置を検出し、その結果によって、イメージスプリッタの特'f々を切り換える
画像切換型ヘッドトラッキングシステムを開発し、その有用性を実証している。
以上のように、本論文はメガネなしす{本;表不であるパララックスバリアプj式についていくつかの新しい
技術を導入し、木方式によって実問的な立体表不システムが実現できることをぶしている。その優れた研
究成果は電子工学、特に電子幽像工学分野の発展に寄与すること大である。よって、本論文の著者は博上
(工学)の学位を受ける資格を有するむのと認める。
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